
 
 

 

 

 

 

2 0 2 1 年 4 月 6 日  

東日本旅客鉄道株式会社  

北東北３県における Suica ご利用エリアの拡大について 

～2023 年春以降、青森・岩手・秋田の各エリアで Suica をご利用いただけるようになります～ 

 

○JR東日本では、グループ経営ビジョン「変革 2027」において、さまざまな場面で Suicaを 

ご利用いただける「Suicaの共通基盤化」を進め、地方を豊かにすることを目指しています。 

○このたび、お客さまの利便性向上を目的として、青森県、岩手県、秋田県の線区において、

Suicaをご利用いただけるエリアの拡大を行います。駅数は３つのエリアを合わせて 44駅、

サービス開始時期は 2023年春以降を予定しています。 

○東北エリアのさらなる復興に向けて、JR東日本グループは東北デスティネーションキャンペ

ーンや「TOHOKU MaaS」、地域連携 ICカードの展開など、これからも東北とともに歩んでいき

ます。 

 

１ 新たに Suica をご利用いただける駅 

青森県・岩手県・秋田県の以下の 44駅で新たに Suicaをご利用いただけるようになります。 

タッチ＆ゴーによるご乗車のほか、Suica 定期券をご利用いただけます。 

※ ３つのエリアともエリア内完結のご利用となります。エリアをまたがってのご利用はできません。 

※ 首都圏・仙台・新潟の各Suicaご利用可能エリアは当社ＨＰ（https://www.jreast.co.jp/suica/area/） 

をご参照ください。  

対象エリア 線名 対象駅 

青森エリア 

（10駅） 

奥羽本線 

（弘前～青森） 

弘前、撫牛子、川部、北常盤、浪岡、大釈迦、鶴ケ坂、

津軽新城、新青森、青森 

盛岡エリア 

（17駅） 

東北本線 

（北上～盛岡） 

北上、村崎野、花巻、花巻空港、石鳥谷、日詰、 

紫波中央、古館、矢幅、岩手飯岡、仙北町、盛岡 

田沢湖線 

（盛岡～雫石） 
大釜、小岩井、雫石 

釜石線 

（花巻～新花巻） 
似内、新花巻 

秋田エリア 

（17駅） 

奥羽本線 

（和田～追分） 
和田、四ツ小屋、秋田、泉外旭川、土崎、上飯島、追分 

男鹿線 

（追分～男鹿） 
出戸浜、上二田、二田、天王、船越、脇本、羽立、男鹿 

羽越本線 

（新屋～秋田） 
新屋、羽後牛島 

 

https://www.jreast.co.jp/suica/area/


 
 

●サービス導入予定エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ サービス開始予定時期 
2023年春以降 

 

 

３ 新たな改札システムの開発について 
 今回の Suicaエリア拡大では、新たな改札システムを使用する予定です。新たな改札システムで

は、従来自動改札機にあった Suicaの主要な機能をセンターサーバに集約します。 

 将来的には、さらなる Suicaエリア拡大のほか、モバイル Suica などスマートフォンによる多様

なサービス提供などが実現できるようにクラウド化を進めます。 

 

４ その他 
 サービス開始日や Suicaをお買い求めいただける駅などの詳細は、決まり次第お知らせします。 

 

 【参考】新たな改札システムのイメージ 
 

《現行》                        《新たな改札システム》 
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Suica の発行枚数推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Suica エリア拡大の経緯 

首都圏エリア （2001年 11月 18日～ 424駅でサービススタート） 
年月日 主な追加エリア 
2002年 2 月 8日 
2002年 3 月 22 日 
2002年 8 月 1日 
2002年 10 月 7 日 
2002年 12 月 10日 
2004年 10 月 16日 
 
2008年 3 月 15 日 
2009年 3 月 14 日 
2014年 4 月 1日 
2014年 10 月 1 日 
2016年 3 月 26 日 
2017年 4 月 1日 
 
2020年 3 月 14 日 

青梅線、八高線 24 駅 
鶴見線、南武支線 13 駅 
厚木駅 
小川町駅 
綾瀬駅、八丁畷駅 
湘南新宿ライン、宇都宮線、高崎線におけるグリーン車運行全区間の
Suica化 
日光線、常磐線 9駅 
東京近郊区間の拡大に合わせ 7 線 74 駅（他に新駅 2駅） 
一部対応駅 15 駅 
一部対応駅 3 駅 
北陸新幹線 軽井沢駅～上越妙高駅（新幹線定期 FREX のみ対応） 
中央線、篠ノ井線 11駅 
併せて 9駅で Suica のサービス拡大（一部対応駅→定期券への対応等） 
常磐線 草野駅～浪江駅 13 駅 
鹿島線 十二橋駅～鹿島サッカースタジアム駅 5駅 

仙台エリア（2003年 10月 26日～ 65駅でサービススタート） 
年月日 主な追加エリア 
2009年 3 月 14 日 
 
 
 
2014年 4 月 1日 
2016年 3 月 26 日 
2020年 3 月 14 日 

東北本線 （白石駅）～矢吹駅 
磐越東線 舞木駅～船引駅 
常磐線 （山下駅）～原ノ町駅 
東北新幹線 郡山駅～仙台駅 
一部対応駅 11 駅 
陸前谷地駅、北浦駅 
常磐線 磐城太田駅、小高駅 
新潟エリア（2006年 1月 21日～ 36駅でサービススタート） 

年月日 主な追加エリア 
2008年 3 月 15 日 
 
 
 
2009年 3 月 14 日 
2014年 4 月 1日 
2017年 4 月 1日 

信越本線 （東三条駅）～長岡駅 
弥彦線 （東三条駅）～（吉田駅）～弥彦駅 
磐越西線 （新津駅）～五泉駅 
羽越本線 （新津駅）～（新発田駅） 
上越新幹線 長岡駅～新潟駅 
一部対応駅 7 駅 
宮内駅の Suicaのサービス拡大（一部対応駅→定期券への対応等） 

 

 

 

約 8,590万枚 
（2021年 3月末現在） 
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地域連携ICカードの導入状況

栃木県

宇都宮ライトレール㈱

関東自動車㈱

ジェイアールバス関東㈱

秋田県

秋田中央交通㈱

秋田市

青森県
（青森エリア）

（八戸エリア）

青森市企業局交通部

青森市

八戸市交通部

岩手県北自動車㈱

群馬県

日本中央バス㈱

㈱矢島タクシー

㈱群馬バス

永井運輸㈱

群馬中央バス㈱

上信電鉄㈱

岩手県

岩手県北自動車㈱

岩手県交通㈱

山形県

山交バス㈱

庄内交通㈱

2021年3月導入済 2022年春導入予定
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2023年春導入予定
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